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平成２０年度 道徳教育 全体計画

岐 阜 県 立 揖 斐 高 等 学 校

教育目標

指 導 の ポ イ ン ト 豊かでたくましい精神と強健な身体をつくり、知・徳・体の 生 徒 の 実 態

調和のとれた人格を養い、地域社会の向上に貢献できる人間を

中高連携した教育を通して、 育てる。 素朴で素直な心をもつ生徒が多い反面、

心豊かに生きる人間を育成する。 控え目で向上心にはやや欠けるところが

努力目標 ある。

１．生命を尊重する心を育てる。 克己 自分の欲望や邪念、怠け心に打ち克つ。自分勝手にな そのため、その日暮らしの生活の中で、

２．社会に通用する基本的な生活習慣や らぬように自分を引きしめ、自己を抑制する。 目標をもつことができないでいる者が多い。

規範意識を育てる。 節度 言葉づかい、礼儀、マナーなど高校生として恥じない

３．地域を愛し、地域に貢献できる態度 ように、けじめをしっかりつける。

を育てる。 友愛 出会いを大切にして、相互敬愛と信頼に支えられた友

４．自己実現を目指し、主体的に生きる 情を育てる。 育成したい資質や能力

力を育てる。

・ 「前向きに生きる自分」を確立していく

向上心や協調性

生徒憲章 （１９９４年制定） ・ 「知・徳・体」を兼ね備えた人間へと成

高等学校の目指す姿 私たちは、いま二度とない青春の真っただ中に生きることを喜 長していく自己形成力

びとし、本校での三年間の学校生活が人生の心の故郷となるよう、 ・ 故郷を愛し、長上を敬い、公共物を大切

１．生命の尊厳を理解し、かけがえのな この憲章を拠りどころとして学業に専心努力することを誓います。 にする心

い自他の生命を尊重する。 ・ 自己を見つめ、公正な自己評価ができる

２．節度を守り、節制に心掛け、社会の 一、私たちは、言動に責任と自覚を持ち、明るく健康な生活を送り 判断力

秩序と規律を高める。 ます｡

３．地域社会の一員として郷土を愛し、 一、私たちは、心身を鍛え、目的と希望に向って全力を尽くします｡

郷土の発展に努める。 一、私たちは、友情を深め、思いやりの心を大切にします｡

４．より高い目標を目指し、自己の人生 一、私たちは、個性を伸ばし、自己実現できるよう頑張ります｡ 家庭・地域との相互理解に努め、基本的

を切り拓く。 一、私たちは、活気溢れる学校であることを誇りとし、地域社会 な生活習慣における協力体制を確立する。

の信頼に応えます。

学年目標 第１学年 臥 薪 嘗 胆 第２学年 切 磋 琢 磨 第３学年 自立・創造・敬愛

教科指導 （目指す姿） 日常生活における道徳的実践指導 道徳的活動の場

国 日常生活をする上で必要とされる 生徒指導（信頼と愛情を持った生徒指導） 心のふり返りノート

基礎的な言語能力を身につけた生徒 ・信頼と愛情をもとにした生徒理解を深め、生徒一人ひとりと ・１日の生活を静かに振り返り、自分

語 向き合って自己指導能力を育て、自己実現ができるような指 の生き方を見つめる。

導を推進する。 ・担任との交換日記として、心の変化、

地 我が国と世界の歴史・地理及び現 ・個人としての自己に気づかせるとともに、集団の中でのルー 悩み相談や意見交換の場として自分

歴 代の社会を広い視野に立って主体的 ルや責任を教える。 の成長へと結びつける。

公 に考察し、人間としての在り方生き 進路指導 ・社会人となるための基礎作りとして

民 方について自覚を持つ生徒 ・興味・関心をふまえた上で能力や適正を活かし、自己の在り メモの日常化、計画性ある生活行動

方生き方を考え、主体的に進路を選択できる能力の態度を育 への一助とする。

基礎的基本的な計算力を身につけ､ てる。 小論文指導

数 物事を多面的にとらえる力や論理的 ・体験的学習等を通して望ましい勤労観・職業観を育成し、身 ・定期的に小論文を活用し、将来の展

に考える力を培い、事象を数理的に に付けることによって、人として調和の取れた豊かな人間性 望やグラフの読み取り考察など、文

学 考察し処理することを進んで学ぼう を身に付け 「生きる力」を育てる。 章表現を通して自己の向上を図る。、

とする生徒 特別活動 地域社会との連携

・学校行事・部活動・生徒会活動等に積極的に参加し、望まし ○いびがわマラソン

理 科学的なものの見方や考え方など い集団活動を通してお互いの人間関係を深め、連帯感の高揚 地域の活動として、中高の生徒が

の科学的な素養を身に付けた生徒 を図り 豊かな人間性と社会で自己を生かす実践力を育成する 共にボランティア活動に参加する。、 。

科 ○ホームルーム活動 ○地域清掃

生命や仲間の大切さ、進路選択などの問題の解決を図る。 「揖斐川クリーン大作戦」など地

保 豊かでたくましい心と体で仲間と ○生徒会活動 域行事に、中高の生徒が共にボラン

健 ともに高め合い､最後までやり遂げ 学校の行事や委員会活動など、生徒の自治的・主体的な ティア活動に参加する。

体 る生徒 活動を組織化する。 ○講演会・講話

育 ○部活動 地域の人など外部講師の話を聴い

中高での合同練習や練習試合で生徒の交流を図るととも て学ぶ。

芸 意欲的に活動し、個性を磨く生徒 に、自主的で活発な活動を実践する。 学校行事

総合的な学習の時間 ・組織、計画、活動、報告は生徒主導

術 ・他者・社会・自然など自己を取り巻く環境などとの直接的な の形をとり、自ら学ぶ姿勢を大切に

かかわりの中で、自らを振り返る体験活動を行う。 することで自信へとつなげ、より良

英語学習を通じて、異文化理解に 福祉教育 いものをとステップアップを目指す。

外 積極的に努め、英語の基礎学力を確 ・中学生が生活環境科の体験学習に参加し、高校生と中学生が 中学校との連携

国 実に身につけるとともに、英語で積 一緒に伝統文化や福祉について学び合う。 ・中高連携による体験活動や、部活動

語 極的にコミュニケーションを図ろ 健康教育 交流により、お互いに興味・関心を

うとする態度が身についた生徒 ・生涯を通じて健康・安全で幸福な生活を送るために、基本的 高め合い、後輩への指導・説明を通

な生活習慣の確立と、生命尊重や自立心・自制心の意志と実 して自信へとつなげる。

家 豊かな家庭生活や地域の生活を、 践力の育成に努める。 図書館応援隊

主体的に創造できる生徒 ・自分の健康と集団との関わりを知り、健康的な環境を保全す ・物作り体験や講演、コンサートなど

庭 るための環境美化に自主的に協力し、地球規模の環境保護活 を職員とともに企画・運営し、先人

動ができるようにする。 の知恵を学び、ものを大切にする心

情 コンピュータの学習を通じて、情 人権同和教育 を養い、豊かな情緒を育む幅広い経

報化社会に対応できる情報活用能力 ・個人の尊厳を重んじ、合理的精神を養い、人と人との間に存 験の場とする。

報 を身につけた生徒 ずる偏見を解消する指導を行い、不合理な差別をなくするた 朝読書

めの教育を推進するよう努める。 ・始業前の読書を通して、落ち着いた

商 幅広く、ビジネスの基礎・基本に 図書館活用指導 １日のスタートを切り、進んで本に

関する知識・技術を習得し、地域社 ・豊かな心を育む「読書センター 、主体的に学ぶための「学 親しむ態度を育てるとともに、主人」

業 会に通用する実践者となる 習情報センター」としての魅力ある図書館づくりに努める。 公の生き方などから学ぶ。


